
大
橋
幸
泰
著

『
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

i
江
戸
時
代
の
禁
教
政
策
と
民
衆
i
』

山
　
　
中

聡

　
二
〇
一
四
年
六
月
、
「
祈
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
書
評
を
書
く
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
出
た
西
洋
史
の
学
術
書
で
、
「
祈
り
」
を
主
題

に
し
た
も
の
と
な
る
と
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
と

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
日
偶
然
、
本
書
を
見
つ
け
た
。
裏
表
紙
に
は
、

江
戸
幕
府
に
弾
圧
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
そ
の
強
靱
な
信
仰
心
だ
け
で
、

幕
末
ま
で
潜
伏
し
得
た
の
か
に
つ
い
て
、
再
考
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
と
い
え
ば
「
祈
り
」
。
興
味
を
引
か
れ
て
頁
を
め
く
れ
ば
、
序

章
に
は
魅
力
的
な
小
見
出
し
が
並
ぶ
。
「
近
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
を
ど
う

見
る
か
」
・
「
宗
教
と
い
う
語
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
」
・
「
現
代
人

の
常
識
は
過
去
の
人
び
と
の
常
識
と
同
じ
か
」
。
い
ず
れ
の
項
図
も
、
す
べ

て
の
歴
史
家
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
購
入
し
て
一
読
す
る
と
、
内
容
は
深

く
、
な
お
か
つ
現
代
世
界
に
ま
で
及
ぶ
射
程
を
備
え
て
い
た
。
本
書
は
、
既

に
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
い
う
。
大
い
に
納
得
す
る
と

同
時
に
、
そ
の
書
評
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
評
者
自
身
、
視
野
を
広
げ
た
い

と
考
え
た
。
だ
が
、
本
当
に
異
分
野
の
書
籍
を
取
り
上
げ
て
よ
い
の
か
、
と

い
う
戸
惑
い
も
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
再
び
悩
み
始
め
た
時
、
こ

の
書
評
を
準
備
す
る
過
程
で
入
手
し
た
他
の
書
籍
に
、
次
の
記
述
が
あ
っ
た

お
か
げ
で
、
「
や
は
り
書
い
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
「
自
分

で
考
え
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
比
較
と
い
う
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

比
較
に
よ
っ
て
、
異
同
が
見
え
て
く
る
。
異
な
る
場
合
は
、
何
が
、
ど
の
よ

う
に
違
う
の
か
、
な
ぜ
違
い
が
生
じ
た
の
か
、
逆
に
類
似
し
て
い
る
場
合
は
、

な
ぜ
類
似
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
微
妙
な
違
い
は
両
者
の
思
想
・
文
化

の
い
か
な
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
考
察
が
発
展
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
分
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
も
問

　
　
　
①

わ
れ
よ
う
」
。

　
ま
た
、
今
回
は
幸
い
に
も
、
評
者
の
わ
が
ま
ま
な
申
し
出
を
、
編
集
部
が

受
け
容
れ
て
く
だ
さ
っ
た
。
評
者
の
述
べ
る
こ
と
が
、
蔚
段
で
引
用
し
た
文

に
見
合
う
価
値
を
持
つ
か
ど
う
か
、
そ
し
て
編
集
部
の
ご
厚
意
に
応
え
ら
れ

た
か
ど
う
か
、
あ
ま
り
自
信
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
日
本
史
と
西
洋
史
の
双

方
に
と
っ
て
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
有
益
な
事
柄
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
書
評
を
進
め
て
い
こ
う
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。　

序
　
章
　
キ
リ
シ
タ
ン
を
見
る
視
座

　
第
一
章
　
　
「
伴
天
連
門
徒
」
か
ら
「
切
支
丹
」
へ

　
第
二
章
　
　
「
異
宗
」
「
異
法
」
「
切
支
丹
」

　
第
三
章
　
島
原
天
草
～
揆
と
「
切
支
丹
」
の
記
憶

　
第
四
章
　
異
端
的
宗
教
活
動
か
ら
「
切
支
丹
」
へ
の
転
回

　
第
五
章
　
信
仰
共
同
体
と
生
活
共
同
体

　
第
六
章
　
重
層
す
る
属
性
と
秩
序
意
識

　
終
　
章
　
宗
教
は
解
放
さ
れ
た
か

　
で
は
、
章
ご
と
に
内
容
を
紹
介
す
る
。
「
第
一
章
『
伴
天
連
門
徒
』
か
ら

『
切
支
丹
臨
へ
」
で
は
、
近
世
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
が
普
及
し
、
江
戸
幕
府
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評書

に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
確
立
す
る
ま
で
の
過
程
を
描
い
て
い
る
。
本
書

に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
一
六
一
〇
年
代
に
禁
教
方
針
を
明
確
に
し
た
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
大
方
針
で
あ
り
、
現
実
の
運
用
に
は
地
域
差
が
見
ら
れ
た
。
ま

た
当
時
は
、
狭
義
の
宣
教
師
と
地
域
膚
力
者
な
ど
の
キ
リ
シ
タ
ン
指
導
者
、

す
な
わ
ち
「
伴
天
連
」
に
よ
る
地
域
支
配
が
問
題
と
さ
れ
た
た
め
、
そ
の

「
伴
天
連
」
に
指
導
さ
れ
る
「
門
徒
」
の
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
は
、
主
た
る
取

り
締
ま
り
の
対
象
で
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
傾
向
を
変
化
さ
せ
た
の
が
、
有

名
な
島
原
天
草
　
揆
（
＝
ハ
三
七
年
か
ら
｝
六
三
八
年
）
で
あ
る
。
実
際
に

は
、
こ
の
一
揆
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
も
、
そ
う
で
な
い
者
も
参
加
し
て
い
た
。

い
わ
ば
混
成
集
団
に
よ
る
事
件
で
あ
る
。
一
揆
鎮
圧
を
指
揮
し
た
老
中
松
平

信
綱
自
身
、
そ
の
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
。
だ
が
幕
府
権
力
は
、
こ
の
一
揆

を
「
伴
天
連
」
に
指
導
さ
れ
た
土
豪
の
仕
業
で
は
で
は
な
く
、
キ
リ
シ
タ
ン

民
衆
が
主
体
の
も
の
と
見
な
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
揆
鎮
圧
後
は
、
民
衆
レ
ヴ

ェ
ル
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
根
絶
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
関

係
法
令
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
呼
称
は
「
伴
天
連
門
徒
」
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
切
支
丹
」
（
既
存
秩
序
を
乱
す
邪
教
徒
）
と
な
っ
た
。
並
行
し
て
、
い
わ

ゆ
る
宗
門
改
制
度
が
成
立
す
る
。
周
知
の
と
お
り
、
毎
年
人
別
に
檀
那
寺
が

保
証
す
る
こ
と
で
、
人
々
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
と
証
明
す
る
制
度
で
あ

る
。
宗
門
改
自
体
は
一
六
三
〇
年
代
か
ら
、
諸
地
域
で
自
発
的
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
「
崩
れ
」
（
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
発
覚
事
件
）

が
起
こ
っ
て
以
降
、
一
六
五
九
年
に
は
五
人
組
と
檀
那
寺
の
確
認
、
一
六
六

四
年
に
は
宗
門
改
役
の
設
置
、
＝
ハ
七
一
年
に
は
宗
旨
人
別
帳
の
作
成
が
指

示
さ
れ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
は
、
も
は
や
個
々
の
藩
に
よ
る
対
処
事
項
で

は
な
く
、
幕
府
の
指
導
で
処
理
す
る
国
家
的
課
題
と
な
っ
た
。

　
「
第
二
写
糊
異
宗
臨
『
異
法
輪
『
切
支
丹
』
」
で
は
、
前
述
の
宗
門
改
が
制

度
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
宋
ま
で
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
で
き
た

理
由
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
異
端
的
宗
教
活
動
に
対
す
る
幕
府
の

警
戒
が
関
係
し
て
い
た
。
評
定
所
（
幕
府
の
最
高
裁
判
機
関
）
の
判
例
集

『
御
仕
遣
例
類
集
騙
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
宗
教
活
動
は
「
異
宗
」
・
「
異

法
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
既
存
秩
序
の
許
容
範
囲
に
収
ま
る
も
の
と

さ
れ
た
。
つ
ま
り
徹
底
的
に
排
除
す
べ
き
邪
教
「
切
支
丹
」
と
は
、
別
物
と

見
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
こ
う
し
た
「
異
宗
」
・
「
異

法
」
に
含
め
ら
れ
た
。
実
際
、
肥
前
国
西
彼
杵
郡
浦
上
村
山
里
で
は
「
崩

れ
」
が
四
型
起
こ
っ
た
が
（
｝
七
九
〇
年
の
＝
番
崩
れ
」
、
一
八
四
二
年

の
「
二
番
崩
れ
」
、
～
八
五
六
年
の
「
三
番
崩
れ
」
、
～
八
六
七
年
の
「
四
番

崩
れ
」
）
、
後
述
す
る
幕
醜
男
画
期
の
「
四
番
崩
れ
」
を
除
き
、
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
が
「
異
宗
」
や
「
異
法
」
と
し
て
は
疑
わ
れ
て
も
、
「
切
支
丹
」
と
し

て
摘
発
さ
れ
る
こ
と
は
、
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
第
三
章
　
島
原
天
草
一
揆
と
『
切
支
丹
』
の
記
憶
」
で
は
、
こ
う
し
た

「
切
支
丹
」
と
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
区
別
さ
れ
た
背
景
を
詳
解
す
る
。

「
切
支
丹
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
前
述
の
島
原
天
草
一
揆
の
記
憶
と
密
接
に
結

び
つ
い
た
。
社
会
を
震
憾
さ
せ
た
一
揆
の
記
憶
が
、
年
紀
法
要
な
ど
を
通
し

て
継
承
さ
れ
る
中
、
「
切
支
丹
」
に
は
、
世
を
乱
す
邪
教
徒
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
ま
と
わ
り
つ
い
た
。
そ
の
結
果
、
秩
序
を
混
乱
さ
せ
得
る
宗
教
活

動
（
鼻
繋
真
宗
の
異
端
で
あ
る
「
隠
し
念
仏
」
等
）
は
、
み
な
「
切
支
丹
」

と
同
様
の
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
虚
像
と
な
り
、

既
存
秩
序
を
遵
守
す
る
現
実
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
差
異
化
を
促
し
た
。

結
果
、
彼
ら
の
存
続
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
切
支

丹
一
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
際
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
は
乖
離
し
て
い
っ
た
が
、

一
方
で
近
世
人
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
し
て
全
く
の
無
知
で
も
な
か
っ
た
。
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当
時
の
通
俗
的
排
耶
書
（
「
切
支
丹
」
批
判
の
書
）
は
、
大
部
分
は
荒
唐
無

稽
な
内
容
で
あ
る
も
の
の
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
崇
め
る
創
造
主
の
概
念
や
、
彼

ら
が
行
う
施
行
・
慈
善
活
動
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
人
び
と
に

一
定
の
知
識
を
供
給
し
て
い
た
。

　
「
第
四
章
　
異
端
的
宗
教
活
動
か
ら
『
切
支
丹
騙
へ
の
転
回
」
で
は
、
第

三
章
で
述
べ
た
「
切
支
丹
」
イ
メ
ー
ジ
が
肥
大
化
し
た
結
果
、
キ
リ
シ
タ
ン

で
は
な
い
の
に
、
「
切
支
丹
」
そ
の
も
の
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
宗
教
活
動
が

現
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
～
八
二
七
年
の
京
坂
「
切
支
丹
扁
事
件
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
水
野
軍
記
な
る
人
物
が
興
し
、
そ
の
弟
子
豊
田
み
つ

へき
が
完
成
さ
せ
た
新
興
宗
教
を
巡
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
宗
教
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
に
特
徴
的
な
来
世
救
済
願
望
を
持
た
ず
、
加
持
祈
濤
や
吉
凶
判
断
を
中

心
と
し
た
民
間
信
仰
の
類
似
物
で
あ
っ
た
が
、
評
定
所
の
吟
味
で
、
「
切
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

丹
」
と
見
な
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
宗
教
の
指
導
者
の
一
部
（
豊
田
み

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
き
の
弟
子
で
あ
る
き
ぬ
と
、
孫
弟
子
に
あ
た
る
さ
の
）
は
、
自
ら
の
活
動

を
「
切
支
丹
」
と
呼
ん
だ
。
彼
女
た
ち
が
、
既
存
秩
序
を
転
覆
さ
せ
る
「
切

支
丹
」
に
自
己
同
一
化
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
同
事
件
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

禁
制
政
策
が
、
も
は
や
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
く
、
現
行
秩
序
か
ら
逸
脱
す
る

事
物
を
弾
圧
し
始
め
た
こ
と
、
ま
た
近
代
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
、
現
実
の

社
会
に
失
望
し
、
そ
こ
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
、
幸
福
に
な
ろ
う
と
す
る
宗

教
運
動
が
現
れ
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　
門
第
五
章
　
信
仰
共
同
体
と
生
活
共
同
体
」
で
は
、
第
三
・
四
章
で
見
た
、

イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の
乖
離
と
は
別
の
理
由
で
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
続
で

き
た
点
を
解
説
す
る
。
ま
ず
は
、
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
（
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
起
源

の
平
信
徒
組
織
）
が
禁
教
政
策
の
も
と
、
宗
教
活
動
を
維
持
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
浦
上
と
天
草
を
例
に
し
た
説
明
で
あ
る
が
、
同
地
域
で

は
、
生
活
共
同
体
と
し
て
の
村
社
会
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
村
社

会
は
、
長
崎
鷺
宮
に
対
す
る
「
御
救
」
（
極
貧
者
や
被
災
者
な
ど
へ
の
生
活

保
護
）
の
申
請
等
を
通
し
て
、
村
民
の
生
活
を
支
え
た
。
い
わ
ば
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
機
能
は
、
「
切
支
丹
」
の
存
在
が

露
見
す
れ
ば
、
停
止
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
島
原
藩
や
長
崎
奉
行
、
そ
し

て
庄
屋
に
よ
る
「
異
宗
」
・
「
異
法
」
の
探
索
、
吟
味
に
対
し
、
村
社
会
は
結

束
し
て
抵
抗
し
た
。
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
と
村
社
会
、
こ
れ
ら
二
つ
が
同
時
に
上

手
く
機
能
し
て
い
る
限
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
潜
伏
状
態
を
維
持
で
き
た
の
で

あ
る
。
だ
が
後
者
で
は
一
八
世
紀
以
降
、
商
品
経
済
の
展
開
で
格
差
が
拡
大

し
、
す
べ
て
の
百
姓
が
平
等
な
立
場
で
村
の
自
治
に
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
。

　
「
第
六
章
　
重
層
す
る
属
性
と
秩
序
意
識
」
で
は
、
「
浦
上
一
番
崩
れ
」

を
素
材
に
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
続
で
き
た
理
由
に
関
し
て
、
農
民
へ
の

「
仁
政
」
を
標
榜
す
る
幕
藩
領
主
の
存
在
が
、
新
た
に
指
摘
さ
れ
る
。
表
面

的
と
は
い
え
、
こ
の
「
仁
政
」
を
頼
り
に
生
き
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
を
、
幕

藩
領
主
は
「
切
支
丹
」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
幕

末
維
新
期
に
起
き
た
「
浦
上
四
番
崩
れ
偏
で
は
、
様
相
が
変
わ
っ
た
。
門
四

番
崩
れ
」
の
契
機
は
、
大
浦
天
主
堂
の
落
成
と
、
そ
こ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教

師
が
訪
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
そ
れ

ま
で
秘
匿
し
て
い
た
信
仰
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
、
幕
府
の
厳

し
い
取
調
べ
に
も
屈
し
な
か
っ
た
。
禁
制
を
受
け
継
い
だ
維
新
政
府
の
下
で

も
、
棄
教
を
受
け
入
れ
な
い
村
民
約
三
千
人
が
配
流
さ
れ
、
少
な
く
な
い
数

の
殉
教
者
を
出
し
た
。
な
ぜ
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か
。
重
要
な
手

が
か
り
は
、
彼
ら
へ
の
吟
味
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
来
世
救
済
願
望

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
願
望
に
は
、
前
章
で
も
見
た
｝
八
世
紀
以
来
の
格
差
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評書

社
会
が
、
長
崎
開
港
（
一
入
五
九
年
）
以
来
の
物
価
騰
貴
に
よ
っ
て
、
加
速

し
た
点
が
関
係
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
慶
応
期
（
一
八
六
五
年
か
ら
六
八

年
）
に
な
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
機
能
し
な
い
村

社
会
に
で
は
な
く
、
来
世
で
の
救
済
に
期
待
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
殉

教
覚
悟
の
信
仰
表
明
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
や
は
り
「
近
代

へ
の
移
行
」
と
い
う
文
脈
で
理
解
で
き
る
。
「
潜
伏
」
か
ら
「
表
明
」
へ
の

変
化
は
、
既
存
秩
序
に
幻
滅
し
た
諸
宗
教
の
出
現
の
一
環
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
明
治
も
十
年
代
に
入
り
、
国
家
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
規
制
が
事
実
上
終

わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
度
は
地
域
社
会
に
お
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
へ

の
規
制
が
展
開
し
て
い
く
。

　
門
終
章
　
宗
教
は
解
放
さ
れ
た
か
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え

て
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
り
変
わ
り
が
、
宗
教
を
軸
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
檀
那
寺
の
活
動
や
そ
の
他
の
宗
教

活
動
に
関
わ
る
こ
と
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

複
数
の
宗
教
活
動
へ
の
参
加
は
、
近
世
人
全
般
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
近
世
人
の
宗
教
活
動
は
、
現
代
人
が
考
え
る
よ
り
も
多
種
多
様

で
、
そ
の
境
界
も
曖
昧
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
明
治
十
年
代
に
起
こ
っ
た
キ

リ
シ
タ
ン
規
制
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
近
代
に
自
由
が
認
め
ら
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
宗
教
の
解
放
や
、
多
様
性
の
確
保
が
実
現
さ
れ
た
と
は
、
必

ず
し
も
い
え
な
い
。
幕
宋
に
誕
生
し
た
新
宗
教
は
、
し
ば
し
ば
政
府
に
弾
圧

さ
れ
た
。
諸
宗
教
に
よ
る
国
家
神
道
へ
の
す
り
寄
り
も
見
ら
れ
た
。
宗
教
に

関
す
る
状
況
を
検
討
す
れ
ば
、
「
多
様
・
曖
昧
の
近
世
か
ら
、
一
律
・
統
制

の
近
代
へ
」
と
い
う
図
式
さ
え
、
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
図

式
は
、
近
代
的
価
値
観
の
見
直
し
を
、
現
代
人
に
促
し
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

西
洋
史
の
研
究
者
が
、
本
書
の
日
本
史
研
究
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
、

軽
々
し
く
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
、
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
本
書

が
　
般
向
け
に
書
か
れ
た
学
術
書
で
あ
る
点
を
念
頭
に
、
西
洋
史
、
と
り
わ

け
評
者
が
専
門
と
す
る
近
代
フ
ラ
ン
ス
史
と
の
比
較
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、

評
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
、
本
書
の
魅
力
的
な
文
体
が
目
を
引
い
た
。
序
章
の
冒
頭
で
は
、

国
民
的
ア
ニ
メ
の
映
画
版
を
題
材
に
、
親
し
み
の
持
て
る
話
題
か
ら
話
が
始

ま
る
。
そ
こ
か
ら
、
現
代
に
お
い
て
宗
教
史
を
研
究
す
る
意
味
や
近
世
か
ら

近
代
へ
の
転
換
な
ど
、
歴
史
学
全
般
に
と
っ
て
重
要
な
論
題
が
提
示
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
日
本
史
だ
け
で
な
く
、
西
洋
史
に
も
欝
欝
が
見
ら
れ
た
点
に
感
銘

を
受
け
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
主
題
で
あ
る
以
上
、
当
然
の
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
目
配
り
は
幅
広
い
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
序
章
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
分
か
り
や
す
い
文
体
は
、
本
書
全
体

に
あ
て
は
ま
る
特
長
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
書
籍
の
中
で
、
仏
教
学
の
大

碩
学
で
あ
る
中
村
元
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
「
分
か

り
や
す
く
説
く
の
は
通
俗
的
で
、
わ
け
の
分
か
ら
ぬ
よ
う
な
仕
方
で
説
く
の

が
学
術
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
ち
が
い
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

分
か
り
や
す
く
説
く
の
が
学
術
的
な
の
だ
」
。

　
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
章
か
ら
第
五
章
で
展
開
さ
れ
た
複
眼
的
・

重
層
的
視
角
で
あ
る
。
特
定
の
事
象
が
生
じ
た
際
、
そ
の
原
因
を
単
一
の
事

柄
に
帰
す
の
で
は
な
く
、
複
数
の
背
景
と
の
関
連
性
に
お
い
て
捉
え
る
姿
勢
。

具
体
的
に
は
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
続
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
キ
リ
シ

タ
ン
と
し
て
の
活
動
の
み
に
図
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
異
端
的
宗

教
活
動
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
理
解
し
た
点
。
複
数
の
属
性
を
併
せ
持
っ
た
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（
農
業
や
漁
業
、
商
業
、
工
業
、
旦
雇
い
な
ど
の
様
々
な
生
業
に
従
事
し
、

同
時
に
村
請
制
の
下
に
編
制
さ
れ
た
村
落
に
帰
属
す
る
）
存
在
と
し
て
、
キ

リ
シ
タ
ン
を
検
討
し
た
点
。
本
書
の
最
大
の
長
所
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
あ
る
だ
ろ
う
。
評
者
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
宗
教
社
会
史
を
研
究
し
て
い

る
が
、
同
時
期
に
は
革
命
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
が
激
し
く
対
立
し
た
。
し
か
し
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
も
ま
た
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
市
民
で
あ
っ
た
。
パ
リ
な
ら

パ
リ
、
リ
ヨ
ン
な
ら
リ
ヨ
ン
な
ど
、
自
ら
が
所
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

住
民
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
職
業
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
な

ど
、
様
々
な
社
会
的
結
合
に
も
属
し
て
い
た
。
本
書
の
読
解
を
通
し
て
、
こ

う
し
た
複
眼
的
・
重
層
的
視
角
を
意
識
せ
ず
し
て
、
歴
史
的
実
像
に
は
近
づ

け
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
時
代
は
下
る
も
の
の
、
一
九
世
紀
後
半
の
フ

ラ
ン
コ
・
ジ
ュ
ダ
イ
ス
ム
（
ユ
ダ
ヤ
系
フ
ラ
ン
ス
人
が
フ
ラ
ン
ス
を
祖
国
と

み
な
し
、
フ
ラ
ン
ス
的
価
値
と
ユ
ダ
ヤ
的
価
値
を
一
体
の
も
の
と
捉
え
る
こ

と
）
を
例
に
と
っ
て
も
、
同
じ
認
識
に
至
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

現
代
世
界
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
う
し
た
視
角
は
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
村

社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
結
果
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
が
死
を
覚
悟
の
上
で
信
仰
表
明
し
た
と
の
指
摘
は
、
欧
州
で
の
生
活
に
失

望
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
中
東
地
域
に
渡
り
、
過
激
派
組
織
に
合
流
す
る
昨

今
の
状
況
と
の
関
連
性
を
、
評
者
に
想
起
さ
せ
た
。

　
最
後
に
、
第
六
章
か
ら
終
章
で
提
示
さ
れ
た
「
多
様
・
曖
昧
の
近
世
か
ら
、

一
律
・
統
制
の
近
代
へ
」
と
い
う
図
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
爾
洋
史
と
の
比

較
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
近
代
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
宗
教
的
自
由
が
法
律
で

宵
署
q
さ
れ
て
も
、
そ
の
自
由
を
逆
手
に
と
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
礼
拝
活
動
を

通
し
て
、
少
数
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
ユ
ダ
ヤ
教
を
弾
圧
す
る
危
険
が
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
宗
教
的
な
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
以
降
の
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
国
家
は
、
主
要
な
宗

教
宗
派
（
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ユ
ダ
ヤ
）
を
公
認
し
、
金
銭

面
を
含
め
て
保
護
す
る
と
同
時
に
、
宗
派
対
立
が
起
き
な
い
よ
う
統
制
を
加

え
た
。
「
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
の
統
制
し
と
い
え
よ
う
。
他
の
欧
州
諸

国
の
事
例
も
検
証
し
な
け
れ
ば
、
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
洋
の
東
西

を
横
断
し
て
、
こ
の
図
式
を
検
証
す
れ
ば
、
興
味
深
い
知
見
が
見
出
せ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
多
く
の
長
所
を
持
ち
、
高
い
完
成
度
を
誇
っ
て
い

る
。
だ
が
、
こ
の
世
に
完
壁
な
研
究
な
ど
存
在
し
な
い
し
、
存
在
す
る
と
断

言
す
る
者
が
い
る
な
ら
、
そ
の
者
は
研
究
者
で
は
な
い
。
評
者
の
よ
う
な
門

外
漢
に
も
、
も
う
少
し
本
書
か
ら
教
わ
り
た
い
と
思
う
点
が
あ
っ
た
。
的
外

れ
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
し
、
適
切
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
な
い
も
の
ね
だ

り
」
に
近
い
の
だ
が
、
い
く
つ
か
述
べ
て
み
た
い
。

　
最
初
に
気
付
い
た
こ
と
は
、
島
原
天
草
一
揆
以
降
の
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
鋼

を
巡
る
地
域
差
で
あ
る
。
確
か
に
、
禁
制
は
幕
府
の
指
導
に
よ
る
国
家
的
政

策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
幕
府
領
の
浦
上
を
は
じ
め
、
諸
藩
や
諸

地
域
の
問
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
あ
り
方
に
微
妙
な
差
異
が
見
ら
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
個
々
の
藩
の
事
情
に
つ
い
て
は
研
究
の
蓄
積
が
あ

る
は
ず
だ
が
、
例
え
ば
踏
絵
に
注
目
し
た
場
合
、
小
倉
藩
で
は
判
影
踏

み
」
・
「
下
踏
み
し
と
い
っ
て
、
身
分
（
大
庄
屋
か
ら
平
百
姓
に
至
る
ま
で
）

に
よ
っ
て
踏
絵
の
順
番
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
年
貢
を
畢
く
収
め
た
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

踏
絵
を
免
除
さ
れ
る
「
抜
け
踏
み
の
制
」
が
あ
っ
た
。
本
書
が
強
調
す
る
格

差
社
会
と
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
に
富
む
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
差
の
有
無
が
説
明
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
浦

上
で
起
こ
っ
た
「
崩
れ
」
の
背
景
と
展
開
が
、
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
の
で
は
、
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評書

と
評
者
は
考
え
る
。

　
続
い
て
、
「
浦
上
四
番
崩
れ
」
に
影
響
を
与
え
た
格
差
社
会
で
あ
る
。
格

差
社
会
の
到
来
で
、
村
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
弱
体
化
し
、
そ
の
結

果
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
来
世
救
済
信
仰
に
傾
倒
し
た
。
評
者
は
、
本
書
の
こ
う

し
た
指
摘
に
賛
同
す
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
結
論
に
至
る
ま
で
に
、
検
討
せ

ね
ば
な
ら
な
い
項
臼
が
、
い
く
つ
か
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第

一
に
、
格
差
社
会
が
村
主
導
の
宗
教
行
事
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。
村
の
内

部
で
、
上
層
と
下
層
の
格
差
が
拡
大
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
分
裂
し
た
村
民

が
行
う
宗
教
行
事
に
は
、
何
の
変
化
も
生
じ
な
か
っ
た
の
か
。
近
代
フ
ラ
ン

ス
史
で
も
、
宗
教
行
事
や
祭
り
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
行
事

が
共
同
体
を
結
束
さ
せ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
臼
常
の
不
満
を
爆
発
さ
せ
た
の

か
、
諸
説
あ
る
。
ま
た
、
聖
体
行
列
に
居
合
わ
せ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
迫

害
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
に
、
異
端
の
存
在
が
、
宗
教
行
事
の
効
力
を
損

な
わ
せ
る
と
見
な
す
宗
派
も
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
事
例
が
参
考
に
な

る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
格
差
が
拡
大
す
る
中
、
村
全
体
で
行
う
宗

教
行
事
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
参
加
し
た
こ
と
が
、
村
社
会
の
一
体
性
に
い
か
な

る
影
響
を
与
え
た
の
か
、
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

　
第
二
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
戒
律
と
当
時
の
社
会
の
関
連
で
あ
る
。
門
浦
上

四
番
崩
れ
」
の
背
景
を
理
解
す
る
に
は
、
周
囲
の
環
境
の
変
化
と
、
戒
律
の

関
係
も
検
討
し
た
方
が
、
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
信

仰
心
以
外
の
面
か
ら
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
続
を
考
え
て
い
る
た
め
、
戒

律
に
関
す
る
考
察
が
少
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
評
者
も

理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
日
常
生
活
、
お
よ
び
人
生

の
節
目
と
な
る
儀
式
に
お
い
て
、
間
違
い
な
く
キ
リ
シ
タ
ン
の
戒
律
を
確
認

し
て
い
た
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
離
婚
の
禁
止
、
堕
胎
の
禁
止
、
人
身
売
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
禁
止
、
子
供
の
同
意
の
な
い
縁
組
の
禁
止
な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
戒
律

は
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

も
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
格
差
社
会
の
進
行
で
、
戒
律
と
の
矛
盾
に
直
面
す

る
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
経
済
的
な
苦
境
を
背
景
に
、
離
縁
や
堕

胎
、
子
供
が
望
ま
な
い
結
婚
、
身
売
り
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
、
ゼ
ロ
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
の
心
に
は
、
罪
の
意
識
が
宿
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
既
存
秩
序

へ
の
絶
望
を
促
し
、
殉
教
覚
悟
の
信
仰
告
白
に
至
る
一
因
に
な
っ
た
と
、
評

者
は
推
測
し
て
い
る
。

　
以
上
、
批
判
め
い
た
こ
と
を
書
き
連
ね
た
が
、
門
外
漢
が
史
料
的
な
事
情

や
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
述
べ
た
事
柄
で
あ
る
。

著
者
ご
本
人
や
、
読
者
か
ら
の
叱
正
が
あ
っ
た
時
は
、
自
分
の
不
明
を
恥
じ

る
他
な
い
。
け
れ
ど
も
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
評
者
が
西
洋
史
の
書
籍
で

は
な
く
、
あ
え
て
日
本
史
の
書
籍
に
着
目
し
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
本

書
が
、
宗
教
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
現
代
に
お
い
て
、

専
門
の
枠
を
越
え
、
広
く
読
ま
れ
る
価
値
を
有
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
評
者
の
指
摘
が
、
仮
に
い
く
ら
か
妥
当
性
を
持
っ
た
と
こ
ろ

で
、
本
書
の
値
打
ち
が
下
が
る
こ
と
は
少
し
も
な
い
。
優
れ
た
書
籍
が
、
視

野
を
広
げ
て
く
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
こ
の
書
評
を
終
え
る
こ

と
に
し
た
い
。

①
植
木
雅
俊
『
仏
教
学
者
中
村
元
一
求
道
の
こ
と
ば
と
思
想
』
角
川
選
書
、

　
二
〇
　
四
年
、
　
一
一
一
一
一
一
二
頁
。

②
手
鞠
の
一
九
頁
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
評
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
実

　
際
の
宗
教
活
動
と
、
そ
の
信
者
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
キ
リ
シ

　
タ
ン
」
を
呼
称
と
し
て
照
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
禁
教
下
に
お
い
て
、
キ
リ
シ
タ
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ン
の
実
態
か
ら
乖
離
し
た
虚
像
と
し
て
の
そ
れ
を
呼
称
す
る
際
は
、
法
令
等
に
見

　
ら
れ
る
史
料
用
語
の
「
切
支
丹
」
を
用
い
る
。

③
植
木
、
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。

④
豊
津
町
史
編
纂
委
員
会
斉
一
豊
津
町
史
㎞
上
巻
、
一
九
九
八
年
、
入
四
九
－
八

　
五
二
頁
。

⑤
狭
間
芳
樹
「
近
世
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
救
順
思
想
」
デ
ジ
ア
・
キ
リ

　
ス
ト
教
・
多
元
性
㎞
第
七
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
天
頁
。

　
　
（
閃
工
ハ
版
　
　
二
五
六
百
ハ
　
ニ
〇
一
四
年
五
月
　
講
談
社
　
税
別
　
　
～
六
五
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
理
科
大
学
講
師
）

会
　
　
告

　
二
〇
～
四
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
ど
お
り
一
一
月
二
日
（
日
）

午
後
一
時
よ
り
京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
、
小
島
道
裕
、
川
島
昭
夫
の

両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会

裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

洛
申
洛
外
図
屏
風
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点

中
世
か
ら
近
世
へ

海
の
植
物
園

小
島
　
道
裕
氏

セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
、

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
マ
ド
ラ
ス

川
島
　
昭
央
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
定
例
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
一
四
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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